本体のセットアップを終了したら、システムのセットアップをします。システムのセットアップはご購入 
後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明しています。 


初めてのセットアップ(一44ページ） . 

. システムを使用できるまでのセットアップ手順につ 

いて説明しています。ここでは必要最低限のセット 
アップのみを説明しています。お客様のお使いにな 
られる環境に合わせた詳細なセットアップについて 
は4章で説明しています。 

管理 PC のセットアップ(一79ページ） . 

. ネ、ソトワーク上のコンピュータからシステムの管 

理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ス1'''ール方まじついて説明しています。 

再セットア、ソプ(^80ぺージ） . 

. システムを再セットアップする方法について説明 

しています。 
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初めてのセットアップ 


ご購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順じついて順を追って説明します。 


初期導入設定情報の作ぶ 


「インストール/初期導入設を用ディスク」は本装置をインターネットサーパとして導入する 
ために最低限必要となる設を情報が保存されたセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

初期導入設を情報は、添付のインストール/初期導入設定用ディスクにある r 初期導入設定 
ツール」を使って作成します。初期導入設定ツールは、 Windows(XP/ 200 Ot (降をお数上で 


動作します。 


初期導入設定ツールの実行と操作の流れ 

Windows を起動して、次の手順に従って初期導入設定用情報を作成します。 

1 . Windows のフ□、ソピーディスクドライブじ添付のインストール/初期導入設定用ディスクをセッ 
卜する。 

2 . フ□、ソピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール ( S ねけ upConf . exe )」 をエクスプ □- ラな 
どか6実行する。 

[ InterSecLB 初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式となっており、 
をページで設定に必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や人力情報に誤りがある場合は、次へ進むとき(こ警告メ、ソセー 
ジが表示されます。項目を正しく入力し直して<ださい。人力事項については、この後の説明を 
参照して< ださい。 

すべての項目の人力が完了すると、フ□、ソピーディスクに設定情報を書き} A んで終了します。 

3 . インストール/初期導人設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、「システム 
のセットアップ」じ進む。 

インストール/初期導入設定用ディスクは再セツトアップの際にも使用します。大切(こ保管してく 
ださい。 
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各入力項目の設定 

[InterSec LB 初期導入設定ツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定画面 

システムのセットアップ完了後、管理コン 
ピュータから Web ブラウザを介して、シス 
テムに□グインする際のパスワードを設を 
します。この画面にある項目はすべて入力 
しないといけません。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

^ パスワードは画面(こ表示されませ 
I チェック I ん。タイプミスをしないようミ主意し 
てください。 


設定済みパスワード 

初めて設定する場合は、同捆の別紙 r 管理者用パスワード」に記載されたパスワードを入 
力してください。 

パスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 (admin) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードを新パ 
スワードとして設定してください。 

パスワード再入力 

パスワードの磕認用です。パスワードと同一のものを入力してください。 



システムのセットアップ 
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ホスト宅/防 DN) |lb 如 Oe.iplb.com 

LAN ボート1の IP アドレス 1192 . |168 

LAN ボート1のサブネットマスク1255 ■ . 1255 
デフォルトゲートウェイ 1192 ■ . | T 68 

ブライ7リネームサーバ 1192 ■ . | T 68 

它カンダリネームサーバ 广 .1 

巧目を入力した 6 r 汝へ(が > J 対甲してください 


ファイルのヘルプな） 


国」口 1 x 1 


纖鹽觀511：這=ご動れます。 


| 25 ^~ 

广 

厂 


r <戻る(目） 1 [ ホへ(が 


キャン它ル J 


ネットワーク設定画面〜 LAN ポート1(負荷分散データ用ネットワーク)用〜 

LAN ポート1(負荷分散データ用ネットワー 
ク）のネットワーク設定をします。[セカン 
ダリネームサーバ] W 外は必ず入力してく 
ださい。 


n-O 本装置は分散ノー ドと同じネット 
ワーク（セグメント）に設置される必 
要があります。ご5崔認ください。な 
お、 L 7 負荷分散 ( Web サーバ固定化 
機能)使用時は同じネットワークに 
設置ずる必要はありません。 


ホスト名 ( FQDN ) 

ホストをを入力してください。入力の際には、 FQDN の形式（マシンを.ドメインを)の形 
式で入力してください。 

-ラベルしで区切られた部分)の先頭、末尾が a - z ，0-9 であること 
-ラベルの途中の文字が a - z ， 0-9,八イフン (-) で構成されていること 
-ホストをとドメインをとをわけるドットし）が最低ひとつは存在すること 
-ラベルすべてが数字ではないこと 

LAN ポート1の IP アドレス 

IP アドレスを指定してください。 

LAN ポート1のヴブネットマスク 

サブネ、ソトマスクを指をしてください。 

デフオルトゲートウェイ 

デフオルトゲートウェイの IP アドレスを指定します。デフオルトゲートウェイが存在し 
ない場合は、 LAN ポート1と同じ IP アドレスを入力してください。 

プライマリネームヴーバ 

プライマリ ネームサーバの IP ア ドレスを指をします。プライマリ ネームサーバが 存在し 
ない場合は、 LAN ポート1と同じ IP アドレスを入力してください。 

セカンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが存在する場合は、その IP アドレスを指定してください。 


一^ 广厂一^ I ^ 
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ネットワーク設定画面〜 LAN ポート2(死活監視冗長化 LAN 用ネットワーク)用〜 

LAN ポート2(死活監視冗長化 LAN 用ネッ 
トワーク）のネットワーク設定をします。 

設定は任意でずび、本装置を二 
重化（フェイルオーバー型クラ 
スタ構成）し、コーディネー 
夕、バックアップコーディネー 
夕間で死活監視冗長化 LAN とし 
て利用する場合は設定び必要で 
ず。ただし、オプション N にを 
増設している場台は、オプショ 
ン N にび死活監視冗長化 LAN に 
使用されまずので必要ではあり 
ません。 

初期導入設定後に AFT / ALB を構築する場合は設定不要です。 

LAN ポート1、オプション NIC のネットワークアドレスとは別のアドレスを入力してく 
ださい。つまり、他の LAN ポートとは別セグメントのアドレスを設定します。 


LAN ポート2の IP アドレス 

IP アドレスを指定してください。 

LAN ポート2のヴブネットマスク 

サブネットマスクを指定してください。 


ネットワーク設定画面〜オプション N に用〜 

オプション N にのネットワーク設ををしま 
す。 

M-O • 設定は任意でずび、オプション 
N にが増設されている場合、本 
装置の二重化時に （ LAN ポート 
2のげわりに ） L A N の死活監視 
冗長化 LAN として使用されます 
ので、死活監視冗長化 LAN を使 
用する場合は設定び必要です。 

• オプション NIC を増設していな 
い場合は設定不要です。 

• LAN ポート1、 LAN ポート2の 

ネットワークアドレスとは別のアドレスを入力してください。つまり、他の LAN ポー 
卜とは別セグメントのアドレスを設定します。 


オプション N にの IP アドレス 

IP アドレスを指をしてください。 

オプション NIC のヴブネットマスク 

サブネ、ソトマスクを指をしてください。 
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システムのセットアップ 


























システム構成設定画面 


本装置では、耐障害性じ優れたクラスタ環 
境を構築することができます。ご利用形態 
に合わせて設定してください。 

本装置2台を二重化(フェイルオーバー型ク 
ラスタ構成)じする場合は一方を[コーディ 
ネータ]、もう一方を[バックアップコー 
ディネータ]として選択してください。 

1台で構成する場合は、[コーディネータ] 
を選択してください。 



n-O 本装置を設置予定のネットワーク（セグメント）に、本装置と同じ機種(機種名末尾のアル 
ファべ ッ ト LB 300 がよ どび重なる機種) のコー ディネータび設置済みであり、プ□セス通信 
ポートび重複する場合、初期導入設定後、 Mana 呂 ement Console ( r システム」一 「 LB 基本 
設定」）よりプ□セス通信ポートを変更ずる必要びありまず。なお、プ□セス通信ポートを 
変更した場合に、分散ノードモジュールを使用する際は、分散ノードモジュールの通信ポー 
卜についても、モジュールインス I ル後に各分散ノー ドにて変更します。 


冗長構成設定画面 


本装置を二重化（フェイルオーバー型クラ 
スタ構成)する場合、 LAN ポート1での死活 
監視に力日えて、他のデバイスでち死活監視 
を行い、冗長構成にすることができます。 

本装置を二重化しない、または、二重化す 
るが死活監視を冗長構成にしない場合は、 

[使用しない]を選択して < ださい。 

LAN を使用する場合は [ LAN を使用する]、 

RS -232 C を使用する場合は [ RS -232 C を 
使用する。]、両方使用する場合は [ LAN と 
RS -232 C の両方を使用する ] を選択してください。 

なお、「システム構成設定」と r 冗長構成設定」は、初期導入設定後でち Management Console 
の r システム」アイコンー 「 LB 基本設定」で変更できます。 

n-O オプション NIC の増設によって、使用ずる LAN は下のよう変わります。 


増設なし： LAN ポート2 
増設あり：オプション NIC 
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システムのセツトアツ 



初期導入設定ツールで作成した初期導入設を情報を使用して、短時間で初期状態へのセツ 
アップができます。 


セットアップの手順 

の手順でセツトアップをします。 


■L 

rpn 


正しくセットアップできないときは、次ぺージ、および7章を参照してくださし、。 


1. 本体の LAN ポート(こネットワークケーブルが接続されていることを確認する。 



ネツトワーク 


(ただし、 AFT / ALB 時は、 LAN ポート 
1と同じネットワーク） 


2. 前述の r 初期導人設定情報の作成」で作成したインストール/初期導人設定用ディスクを3.日インチ 
フ□、ソピーディスクドライブにセツトする。 

3. 本体前面の POWER スイ、ソチを押す。 

POWER ランプが点のします。 

しば6くすると、インストール/初期導入設定用ディスクか6設定情報を読み取り、自動的にセツ 
トアップを進めます。2〜3分ほどでセツトアップが完了します。 


POWER スイ、ソチ 


3.5 インチフ□ツビー 
ディスクドライブ' 


nn 這 ^^ 圖圖 §§ 〇 gob □□□ 


§ 口 



W 上でシステムのセットアップは完了しました。 

— «〇 セットアップの完了び確認できた5セットしたインストール/初期導入設定用ディスクをフ 
□ッピーディスクドライブか5取り出して大切に保管してください。再セットアップの時に 
再利用することびでさます。 


システムのセットアップ 


邑 S 



呂己 

呂己 

呂己 





召の口 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を鳴らすことでお客様に異常を知らせ 

ます（自動的に電源が OFF (POWER ランプ消灯)になります)。正常にセットアップが完了し 

なかった場合は、インストール/初期導入設を用ディスクじ書き化される□グファイル 

noggirig . txt 」 の内容をコンピュータの r メモ帳」などのツールを使って磕認し、再度初期導入 

設定ツールを使用してインストール/初期導入設を用ディスクを作成し直してください。 

く主な□グの出力例> 

■ rinfo : completed 」 

-正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info : quitting with no change 」 

一初期導入設定ツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用したインス 
トール/初期導入設を用ディスクを再使用した場合に表示されます(設をは反映され 
ません)。 

■「Cannot get authentication : root 」 

- インストール/初期導入設定用ディスク中のパスワードの指をに誤りがある場合に表 
示されます。 

■「 Error : invalid file : / mnt / floppy / linux.autj 

ー インストール/初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されなかった場合に表示されます。 

■「 Error : cannot open : / mnt / floppy / linux.autj 

ーインス I -ール/初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されなかった場合に表示されます。 

セツトアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説明しています。 
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負巧分散廣境の臓 


Management Console より [ LoadBalancer ] アイコンを選択すると下の画面を表示しま 
す。をメニューには[ヘルプ]がありますので、設を項目などの詳細はそちらを参照してくだ 
さい。 



• 上部メニュー 

一 システム情報 

LoadBalancer の設定:や状態表示を行います。上図は LoadBalancer を二重化したと 
きの構成例です（システム情報の詳細については、64ぺージの r コーディネータ設を 
項目の説明」を参照してください）。 

また、死活監視メディアじは、じ(下の状態があります。 

設定済み： [ Active ] 通常状態(グリーンで表示） 

に own ] ダウン状態（ピンクで表示） 

ホ使用： ー ホ使用状態(グレーで表示） 

-グループ追ぶ 

分散グループの追力□を行います。 

-バックアップ 

設をされている情報のバックアップや□ー ド、クリアを行います。 

-モニタ情報 

LoadBalancer の分散状態や統計情報を表示します。 

-監視/通報 

LoadBalancer の監視/通報機能の設定を行います。 

-ヘルプ 

本装置の概要や環境構築方法についてのオンラインマニュアルです。 

• 左側表示欄 

設をされている分散グループを表示します。 

• 中央表示欄 

上部メニューの選択に応じた表示領域です。 


システムのセットアップ 
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負荷分散環境の構築手順 

1分散ノードの設定を行います。 （ r 分散ノード側の設を」を参照して<ださい。） 

[ LB の分散ノード運用方法] 

L 巨の分散ノー ドには2つの運用方まがあります。 

(1) 分散ノードに分散ノードモジュールをインストールし、 CPU 負荷分散をはじめきめ 
細かな運用を行う方法 

( 2 ) 分散ノードに分散ノードモジュールをインストールせずに、分散ノード側には最低 
限の設をのみ行う方ま 

「(1)」の運用方までは、 CPU 負荷の分散機能、分散ノードの自動認識、コンテンツデリバ 
リ機能が利用巧能です。一方、分散ノード側に分散ノードモジュールをインストールし 
た < ない場合は r (2)」 の運用方まになります。 

分散ノー ド側への分散ノードモジュールのインストール、および分散ノー ドモジュール 
をインストールしない設定のみの具体的な方法は別紙 r 分散ノー ド用ユーザーズガイド」 
を参照してください。 

2負荷分散を行うグループの追力□設定を行います ( r グループ登録」を参照してください)。 

3設定した負荷分散グループに所属させる分散ノードの追力□設定を行います （ r 分散ノード 
の登録」を参照してください）。 

(構築例） 

Management Console じ接続し、 [ Load 巨 alancer ] アイコンをクリックし、 左の、ソリー 
からグループを選択するとじ(下のような画面が表示されます。 Web サーバ固定化の i - 
mode HTML による設定で、そのグループには分散ノードが2台ある構成例です。 

設を後の情報は W 下のようになります。 
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畐本となる負荷分散方式 

♦ ラウンド□ビン (rr) 

分散ノー ドはすべて対等として扱われ、クライアントからの要求を分散ノー ドに順番に 
割り当てます。 

• 最小コネクション (Ic) 

接続された要求数 ( TCP コネクション数)の最も少ない分散ノー ドに、クライアントから 
の要求を割り当てます。 

• 重み付けラウンド□ビン (WIT) 、重み付け最小コネクション (WiC) 

「重み付けラウンド□ビン ( w 「「)」 と r 重みがけ最ルコネクション ( wic )」 のを分散方式では、 
分散ノードの CPU 負荷に応じた動的重み付けを選択できます。このとき、分散方式には 
w 「「 は wire 、 wic は wicc と表示されます。 

VI -0 • 一つの分散グループでいずれか一つの分散方式を選択します。 

• 異なるグループでは異なる分散方式の選択び可能です。 

• r 重み付けラウンド □ ビン ( WIT )」 と r 重み付け最ルコネクシヨン ( wic )」 の各分散方式にお 
いて分散ノードの CPU 負荷に応じて動的に重み付けを変更する機能び選択できます。 


CPU 負荷による動的重み付け 

本装置は、分散ノー ドの CPU 負荷により動的に重み付けを自動更新する機能をサポートして 
います。これを利用することで、 CPU 負荷の低い分散ノードに優先的に振り分けることが 
できます。 

CPU 負荷じよる動的重みがけ機能を使用する場合は、分散ノードモジュールの組み込みが必 
要です。モジュールを組み込まなかった場合は、分散ノードステータスが 「 Disable 」 となり、 
重み付け「1」の状態で分散されます。 


システムのセットアップ 
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L 4/ L 7 負荷分散について 


LB では、分散グループ作成時に選択する固を化機能じより L 4/ L 7 負荷分散が分類されます。 


• L 4 負荷分散 

Mana 呂 ementConsole 上での表記：「(固定化を）しない」あるいは 

「(分散ノード固定化を)する」 

L 4 レベルで TCP / UDP 上で通信するサービスを負荷分散します。 

応答性能を重視し、ダイレクトレスポンス方式 （ MAT:MAC Address Translation ) とな 
ります。分散ノード--クライアントの r 下り」は L 目を経由しないことになりますので、効 
率的な負荷分散が巧能です。通常は Web サーバなどのを種サーバの負荷分散はこちらで 
行います。なお、ダイレクトレスポンス方式のため、分散ノードは LB と同じネットワー 
ク（セグメント）に配置される必要があります。 


• L 7 負荷分散 

ManagementConsole 上での表記： 「( Web ヴーバ固定化を）する」 

L 7 レベルで Web (80) に特化した負荷分散を行います。 

こちらは下りも L 目を経由しますので、分散ノー ドが別セグメントにいても負荷分散可能 
ですが、反面、 L 4 負荷分散よりもアクセス効率が低下します。 

後述する Web サーバ固を化機能の特殊な固定化を行いたい場合のみ使用します。 


分散ノード固定化機能の利用 ( L 4 負荷分散） 

要求元クライアントの IP アドレスにより、 Web サーバ等のを種分散ノードを固を化する機能 
です。要求元クライアントの IP アドレスによる固定化には、さらに2つの設定方法がありま 
す。 

• クライアント個別 

要求元クライアント （ IP アドレス）単位に、分散ノードの固を化を行います。分散ノード 
のま定は負荷分散方式に従います。 

• クライアント IP 

を分散ノー ドで受けがけるクライアントの IP アドレスを指定(個別と範囲指定があります） 
することにより、分散ノードの固を化を行います。 

本機能を利用することで、アクセスするサーバが途中で変わってしまうと問題が発生する 
サービスに対応巧能です。つまり、クライアントと分散ノード間に、「関連性がある複数の 
セッション」が必要な場合に、本機能を使用することで正常な通信が可能となります。 

• 例えば、 LB が Cookie を使う Web サーバを負荷分散している場合に、同じクライアント 
I ヒン n からのアクセスを、 Cookie を保持していないサーバに接続すると動作が不正になるなど 

' ' が発生するとすれば、固定:化が必要です。 

• クライアントと分散ノード間の一連の処理が、単独のセッションで行われるのであれば 
固を化は不要です。セッションは、固を化しなくても同じ分散ノードと通信することが 
保証されます。 

I W -0 LB の直接的なクライアントびプ□キシサーパ’等の場合、 IP アドレスび集約され、分散先の 
固定び片寄る可能性びあります。 
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Web ヴーノ 個定化機能の利用 (L7 負荷分散） 

Web サーバに特化した特殊な固を化を行う機能です。じ(下の3つのタイプの固定化が行えま 
す。 

• URL 

分散ノード ( web サーパ）じおいて、受け付ける URL のパターンを設定することにより分 
散先を固を化することができます。 URL パターンの指定には、 URL 、 ディレクトリ、拡 
張子の3つがあります。 

• i-mode HTML 

i モード端末からリクエストを最初のリクエストで分散したノー ドに固を化する機能で 
す。 

♦ クライアントタイプ 

要求元のクライアントが i モード端末かそれ t (外(一般の PC など)かにより分散先を固定化 
する機能です。 


分散ノー ドの待機系機能の利用 

本装置では、分散ノードを待機系として設をすることができます。通常運用系として利用す 
るノー ドと違い、通常は分散対象にはならない待機ノー ドです。 

待機系の分散ノー ドは、設定時に運用系のノー ド数を設定し運用系のノードがその設をした 
数になると分散対象に力□えられます。また、運用系ノードの数が設をした数より多くなる 
と、待機系に戻ります。 


システムのセットアップ 


己己 



グループ 登録 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンをクリックし、[グループ追力日] 
をクリ 、ソク して分散グループを登録します。グループには2つの設定方まがあります。 

• グループ簡易設定 

グループを、仮想 IP アドレス、分散タイプの最低限の指定で分散グループが設定できます。 

• グループ詳細設定 

グループ簡易設をの設を項目 t (外に、ノード自動認識、プ□トコル、ポート番号、固定 
化などの詳細な設ちができます。 

グループ 簡易設定 

W 下は、グループ簡易設定の画面です。 



グループ簡易設を項目の説明をします。 

• グループ名 

負荷分散を行うグループとしてユニークなを称を設定して<ださい。文字は、アルファ 
ベット ( A 〜 Z 、 a 〜 Z )、 数字の〜9)、記号 （_ と-)を使用し、63文字 t (内で記述します。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループじ割り当てる仮想的な IP アドレスを設定してください。クライ 
アントからのアクセスはこの仮想 IP で行われます。 

• 分散タイプ 

負荷分散を行うタイプを設をしてください。じ(下の Web , SSL Web + SS し All からひと 
つを選びます。 

Web : HTTP ( TCP :80) ポートを負荷分散します。 

SSL : SSL ( TCP :443) ポートを負荷分散します。 

Web + SSL : HTTP ( TCP :80) ポ ー h と HTTPS ( TCP :443) ポー h を負荷分散します。 

All : TCP プ□トコルの全ポートを負荷分散します。使用するポートが判明して 

いる場合は、 All 指定は行わずグループ詳細設定にてポートを設定なさるこ 
とをお勤めします。 

上記 W 外は規を值として、分散方式「ラウンドロビン」、固を化方式 r クライアント個別」が設 
をされます。簡易設定を行った後は分散方式と固定化時間の設定変更ができます。 

I H-O グループ簡易設定では、分散ノード自動認識び有効になります。分散ノードモジュールを組 
み込んだ分散ノー ドを自動的に本グループに登録します。 

環境構築び終わった後、運用時には自動認識は不要ですので、[使用しない]にご変更くださし、。 
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グループ 詳細設定 

t 又下は、グループ詳細設定の画面です。 


I 户日 


: Csw 

C ウウソ 


I ド ot： ン ♦,> 
•小 =»•? ブソ■ン 06) 


■IF® 


~请みけ!，ろクン Koe ン 

-が"，< 

—度 mr た 


WB ノ. riMs 比 


I 口 ^•rr ノト 《w 
I ぐ i »^< r •ノト》ァルス 


»用广♦る P しない f 


W-b ヴ-バ■定化 


k ク rrr ンけイプ 


»丈 J 


グループ詳細設定項目の説明をします。 

• グループ名 

負荷分散を行うグループとしてユニークなを称を設定してください。文字は、アルファ 
ベ、ソト A 〜 Z 、 a 〜 Z )、 英数字 (0 〜9)、記号しと-)を使用し63文字 W 内で記述します。 

• ノード自動認識 

環境構築時に、分散ノードモジュールをインストールしたノードを橫化し、本グループ 
に自動追力□する機能を使用するかどうかの設定です。本機能を使用する場合、自動認識 
した分散ノードに対して TCP ポートのヘルスチェックを行うか指をできます。 

環境構築が終わった後、運用時には自動認識は不要ですので、[使用しない]じご変更くだ 
さい。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループに割り当てる仮想的な IP アドレスを設定してください。クライ 
アントからのアクセスはこの仮想 IP で行われます。 DNS を利用する場合は、 DNS サーバ 
にこの仮想 IP アドレスに対応するドメインをを設定します。 

• プ□トコル 

負荷分散を行う通信プ〇トコルを選択します。 


システムのセットアップ 
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ポー ト番号 


負荷分散を行うポート番号を設定してください。 t (下の Single 、 Range 、 All 、 Multi か 

らひとつを選びます。 

Single :単ーポートへのアクセスの場合はに ingle ] を選択し、そのポート番号を設定し 
ます。 

Range :使用するポート番号の範囲を指をする場合は [ Range ] を選択し、そのポート番 
号の範囲を 1024-2048 のように[- ] で区切って設ちします。範囲を複数個 
指をする場合は 1024-1 124:1 150-1300 のように[: ] で区切ります。 

All : すべてのポートを使用する場合は [ All ] を選択します。使用するポートが判明 

している場合は、 All 指定は行わず個別にポートを設をなさることをお勤めし 
ます。 

Multi : http と https ( SSL ) のように複数のポートを同時に使用する場合は [ Multi ] を選 

択し、ポート番号を80:433のように[:]で区切って設定します。更に、80: 
443:1024-1500 のようにポートのレンジ指をも同時に設をできます。 


• 分散方式 

負荷分散の方式を選択して < ださい。 


ラウンド□ビン(「「）： 分散先のサーバーを順番に選択して分散を行いま 

す。 

最小コネクション ( Ic ) : 分散先のサーバーで実行しているコネクションが一 

番少ないサーバに分散を行います。 


重みがけラウンド□ビン ( w 「「） ： 分散ノー ドに重み付けを行い、その重みがけによる 

ラウンド□ビン分散を行います。 

重み付け最小コネクション ( wk :) :分散ノー ドに重み付けを行い、その重みがけによる 

最小コネクション分散を行います。 


• CPU 負荷による重み付け 

分散ノードの CPU 負荷による動的重みがけを行う場合は、[する]を選択します。なお、 
本設定は分散方式で厘みがけラウンド□ビン ( w 「「)] または厘み付け最小コネクション 
( wic )] を選択した場合に有効になります。 
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分散ノード固定化 （ L 4 負荷分散） 

クライアントが接続する分散ノードを固をしたい場合には r する」を選択します。固定化 
はクライアントのソース IP アドレスを識別して行われます。 

クライアントと分散ノード間に、「関連性がある複数のセッション」が必要な場合は、分 
散ノードを固を化する必要がありますので r する」を選択します。 

分散ノードの固を化で r する」を選択した場合は、その固を時間を120〜86400秒の間で 
設をする必要があります。固を時間は、クライアントからアクセスが無くなってからク 
ライアントと分散ノー ドの固を化を維持しておくための時間です。 

I H-O ポート番号でに in 呂 le]iy がを選択した場合は、必ず使用 r する」になります。また、ポー 
ETO 卜番号で [ Single ] を選択した場台の分散ノードの固定化と Web サーノ ' I ’ の固定化は排他に 
なります。 

「する」を選択した場合、じ(下の固を化方式を選択します。 


クライアント個別： 


クライアント IP アドレス 


クライアントごとに分散方式にしたがって固を化す 
る分散ノー ドをまをします。 

分散ノー ドに固定化するクライアントのソース IP ア 
ドレスを指定します。指を外クライアントからのリ 
クエストは、分散グループ全体で分散され、いずれ 
かで固を化されます。ソース IP アドレスが複数の分 
散ノードで重複する場合は、分散方式が適用されま 
す。 


• Web ヴーバ固定化 ( L 7 負荷分散） 

下に示す URL / i-mode HTML / クライアントタイプの特殊な固定化をしたい場合には 
「する」を選択します。 HTTP プ□トコル情報を識別して固定化します。なお、分散対象 
としては、 Web サーバに限をされます。 


■- Web サーバの負荷分散を斤う際に、設をする必要があるということはありません。 

I ヒン。 Web サーバにおいても通常は L4 負荷分散を使用します 0 L7 負荷分散を使用するのは特殊 
' - ' な固定:化を使用したい場合のみです。 

Web サーバの固を化で r する」を選択した場合は、その固定時間を〇〜86400秒の間で設 
をすることができます。固を時間は、クライアントからアクセスが無くなってからクラ 
イアントと Web サーバのセッションを維持しておくための時閨となります。* 

* i-mode HTML の場合は時間設定はありません。 


ポート番号でに ingle ] を選択し 、分散ノー ドの固を化を「しない」に設定した場合に Web 
サーバ固を化の r する」 / r しない」を選択できます。 


システムのセットアップ 
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r する」を選択した場合、 W 下の固定化方式を選択します。 


URL : 


i-mode HTML : 


クライアントタイプ： 


HTTP リクエストに含まれる URL 情報により分散 
ノードを固定化します。固定化時間を0じした場合 
は、分散のみで固定化されません。 

i モー ドコンテンツに分散 ノー ドに固有の情報を付 
力□し、コンテンツのリンク先を表示する場合は固を 
化されます。この方式では、固定化時間に関係なく 
固を化されます。 

HTTP リクエストに含まれる URL 情報で巧ード携 
帯端末とそれ W 外 ( PC など)を識別し、それぞれの 
コンテンツが格納されたサーバに分散され固定化し 
ます。固定化時間を0にした場合は、分散のみで固 
を化されません。 


Management Console の 
[ LoadBalancer ] アイコンを選択 
し、左のツリーにある登録済みグ 
ループをクリックします。分散グ 
ループの情報画面が表示されま 
す。 



• 分散グループ 

[変更]ボタン： 

グループの設定内容を変更します。 

[削除]ボタン： 

グループの削除を行います。 

[追力日]ボタン： 

グループに分散ノー ドの追力□を行います。 

• が態 

Using : 

正常状態です。 

Deleted : 

何らかの原因で設定が壊れた状態です。 


■: いったん分散グループを削除し設をし直すか、セーブした設を 

情報を口ードして設ををやり直してください。 

Distributing : コンテンツデリバリ機能の配信実行中です。 

Distributing Error :コンテンツデリバリ機能の配信に失敗しました。 
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分散ノー ドの登録 

本装置の Management Console の [ LoadBalancer ] アイコンを選択し、左のツリーにある登 
録済みグループをクリックします。分散グループ情報画面から[追畑をクリックして、分散 
ノードを登録します。 



• ノード名 

分散ノードのサーバを (63 文字じ(内)を入力してください。使用可能な文字は、アルファ 
ベ、ソト ( A - Z ， a - z )、 英数字(0-9)、記号し，- ) です。 

♦ サーバ 種別 

運用系か待機系かを選択します。待機系を選択した場合は、残り何台になったら運用系 
に遷移するかの台数を指をします。 

♦ 仮想 IP アドレス 

登録する分散グループの仮想 IP アドレスです。 

♦ 分散ノードの IP アドレス 

分散ノードの実 IP アドレスを入力します。 

• クライアント IP (固定化方法にクライアント IP を指定した場合のみ） 

を分散ノードが処理の対象とするクライアントの IP アドレスを指をします。[変更]で削 
除(クリア)します。 

♦ URL 個定化方法に URL を指定した場合のみ） 

URL のルールを指をします。ルールには URL 、 ディレクトリ、拡張子の3つがありま 
す。複数ルールに該当するリクエストは、 URL ーディレクトリー拡張子の順で判断しま 
す。 URU レールの記述の際には http :// を付けて指定します。また、大文字/ル文字は 
区別されます。陵見で削除(クリア)します。 URL のルールに指を可能な文字は rA - Z ， a - 
z ，0-9，-，_ ，ち/，？，し)，@，$」です。 

• クライアントタイプ個定化方法に- mode HTML を指定した場合のみ） 

i - mode か PC かを選択します。 

♦ ウ I イト値 

グループ登録時の分散方式の設定で r 重みがけラウンド□ビン」または r 重みがけ最ル〕ネ 
クシヨン」を選択した場合のみ設定できます。 CPU 負荷による動的重みがけを行う場合は 
自動設定となりますので 、 Dynamic Weight と表示されます。 

H |： ウェイト値は全分散ノードと当該分散ノードに割り当てるウ1イト比率として設定!す 
ると分散の目安となります。 

例えば3台の Web サーバへの分散において、それぞれのマシンの CPU 周ぶ数が、 
400 MHz ，600 MHz ，800 MHz の場合、単純に CPU パワーの差を処理能力とすると、ウェ 
イト値は4:6:8という設をで 800 MHz のマシンが一番優先度の高い分散が象となりま 
す。 


システムのセットアップ 
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ヘルスチェック 

Ping , TCP Port , http から選択します。複数個の選択もできます。 


ping : 分散ノードにに MP _ ECHO _ REQUEST を送り、に MP _ ECHO _ REPLY が返 

るかをチェックします。 

TCP Port :指定したポート番号で TCP コネクションが磕立できるかをチェックしま 
す。 

http : 指定した URL じ GET リクエスト送り正常応答に0 0) があるかをチェックしま 

す。 

分散ノー ドのダウン檢化は、選択されている方式のうちいずれか一つでも応答がない場 
合じに OWN ] とします。 

^ http の通信(こは80番ポートを使用します。この設定は変更できません。 


サーバ タイプ 

分散ノードの 0 S タイプを表し、 linux / win 2 k / win 2 k 3/ sola 「 is があります。 

linux : Express 5800 / MailWebServer 、 MW シリーズまたは Linux です。 

win 2 k : Windows 2000です。 

win 2 k 3: Windows Server 2003です。 

Solaris : SolarisS です。 

が態 

Active のみ分散対象となります。それ]: i 外の状態は分散対象から除外されます。 

Active : 正常状態です。 

Deactive :[停止]で停止された状態です。 

Standby : 待機系に設をした分散ノードが待機の状態です。 

Distributing :コンテンツ配信機能が分散ノードへコンテンツを配信中です。 

Down : ヘルスチェックの結果、分散ノー ドがダウンしていると判断された状態で 

す。 

m ： 分散ノードの電源が投入されていないか、ネットワーク機器等の異常 
や分散ノー ド側のサーバ稼動状態に異常が発生している場合がありま 

- すので接続機器や分散ノー ド側の Web サーバ等の稼動状況の確認を 

行ってください。また、ネットワーク機器や分散ノードに異常がない 
時に、この状態が一時的に表示される場合は、ネットワークの高負荷 
や分散ノー ドが高負荷状態になっている場合がありますので、モニタ 
で確認のうえコーディネータの[設を]で「ヘルスチェック」（分散ノード 
側）の時間設をを大きくして改善するかを確認してください。 

Deleted : 設定が正しく行われていない状態です。 

H ： ネットワーク機器の異常やネットワークの高負荷により発生する場合 

がありますので、接続機器や負荷状況等を確認してください。復旧し 

- ない場合は、何らかの原因で設を内容が壊れている場合がありますの 

で、一旦設をの削除を行い再度設ををしなおすか、セーブした設を情 
報を口ードして設ををやり直してください。 













Disable : 分散ノー ドとの通信が正常でないため、 CPU 負荷じよる動的な重みがけが 

できない状態です。 

■ I ： 分散ノードを追加したときにこの状態になる場合は、下記の要因が考 

えられます。 

(1) 分散ノードに分散ノードモジユールが組み込まれていない 

(2) 分散ノードの分散ノードモジユールが正常に動作していない 

(3) ネットワーク環境 

(1) の場合は、分散ノードに分散ノードモジユールを組み込んでくださ 

い。 

(2) の場合は、分散ノードを再起動するか、分散ノードモジユールの巧 
インストールを行ってください。 

(3) の場合は、ネットワークの負荷等により分散ノードからの情報が取 
得できていない可能性があります。ネットワーク環境の見直しを行っ 
てください。 

負荷が高いネットワークの場合、分散ノードの死活監視の間隔とダウ 
ンを検出するまでの試行回数をデフオルトの値から変更する（緩和す 
る）ことにより回避できる可能性があります。設をについては66ぺージ 
をご覧くださし、。 

Distributing 

Error : コンテンツデリバリ機能がコンテンツ配信に失敗しました。 

■: 手動で再実行するか、設をを見直して再度設をしてください。 

• [停止]ボタン 

分散ノー ドへの負荷分散を停止します。 

♦ [再開]ボタン 

停止していた分散ノー ドへの負荷分散を再開します。 

• [変更]ボタン 

分散ノードへの設定内容を変更します。 

• [削除]ボタン 

グループから分散 ノー ドを削除します。 


システムのセットアップ 
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分散ノー ドの切り離し/復旧について 

メンテナンスが必要な分散ノードはじ(下の手順で切り離し/復旧が行えます。 


1. メンテナンスが必要な分散ノー ドを[停止]させる。 

2. 分散ノードをメンテナンスする。 

3. 分散ノードを負荷分散環境(こ接続する。 

4. 該当の分散ノードを[再開]する。 

分散ノードを再インストールする場合は、該当する分散ノードをグループから、いったん悄リ 
除]し、再インストールが完了後、分散ノードを負荷分散環境に接続した際、グループじ分 
散ノードの[追ぶ]を行って < ださい、 

^ 分散ノード(こ分散ノードモジュールが組み込まれ、ノード自動認識が有効の場合は、ノード 
[P； 引を削除しても自動で追加されますので、自動認識を未使用(こしてか6行って<ださい。 


コーディネータ設定項目の説明 

[システム情報]で設定情報を表示させ、[設定]をクリ、ソクすると設を情報の変更ができま 
す。 


• □グ採取期間 

□グを採取する量を日単位で設定します。デフォルトは1日です。採取■を1日とした場合、 
□グは24時間経過した時点でファイルの始めから採取されます。□グのサイスま状ミ兄により 
変化します。 


• ヘルスチ:!：ツク ( LoadBalancer ) 


コーディネータ-バックアップコーディネータ闇の死活監視間隔とフェイルオーバーを 
開始するまでの試行回数を設をできます。間隔は1〜300秒、回数は1〜10まで設をでき 
ます。デフォルトは間隔： 2秒、回数： 5回です。 

例えば、デフォルト設定の場合、バックアップ〕ーディネータは2秒闇隔で送られてくる 
はずのコーディネータからの八ートビートが連続5回分磕認できなかった場合に、コー 
ディネータがダウンしたと判定し、フェイルオーバー(コーディネータに昇槪します。ダ 
ウン判定までの時間は最短で10秒、最長で12秒ということになります。 

なお、コーディネータが分散ノードモジュールとの情報交換を行なう間隔ちこの設をに 
同期します。 

• ヘルスチェック(分散ノード） 

コーディネータが分散ノードを監視する間隔とダウンを横化するまでの試行回数を設を 
できます。 

闇隔は1〜300秒、回数は1〜3まで設をできます。デフォルトは間隔：10秒、回数： 2回 
です。 

例えば、デフォルト設をの場合、コーディネータは10秒間隔で分散ノードへヘルス 
チェックを行い、2回連続で失敗した場合に分散ノードをダウンと判をします。ダウン判 
をまでの時間は最短で10秒、最長で20秒ということになります。 

なお、ヘルスチェックとしては、 Ping、TCP Port 、 http が利用巧能です。 
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• CPU 負荷による重み付けの変更間隔 

分散ノードの CPU 負荷情報をコーディネータが取得する間隔を1〜に〇秒で設をできま 
す。デフォルトは2秒です。 

• モニタ更新間隔 

モニタで採取するデータの更新間隔を1〜10秒で設をします。デフォルトは2秒です。 

• HTTP ヘルスチェック 

HTTP ヘルスチェックに関する詳細設定です。 

タイムアウト値： 

対象サーパへの HTTP ポート接続待ち、および 、 HTTP GET 要求の応答待ち時間で 
す。デフォルトは1秒です。1秒〜60秒の闇で設をできます。 

HTTP レベルの無応答は分散ノードダウンとする： 

HTTP ヘルスチェックでは 、 HTTP GET 要求に正常ステータスじ(外を受信した場合 
にサーバをダウンとします。本設定は 、 HTTP GET 要求がタイムアウト （ HTTP 無応 
答）し、ステータスが受信できなかった場合にサーバをダウンにするかどうかを設定 
します。 

• TCP 無通信タイムアウト時間 

TCP セッションレベルでクライアントからパケット ( ACK も含む)が送信されず、無通信 
状態になった場合のタイムアウト値を設ちします。この設を時間の間無通信だった場 
合、 L 目はそのセッションに対する情報を破棄します。 

その後、クライアントからアクセスしたとしても無応答状態になります。デフォルトの 
設定 W 上に無通信になる可能性があるクライアント（画面入力待ちが長く、その間、全< 
パケットを送信しない端末等)からのアクセスを負荷分散する場合などに変更を行いま 
す。デフォルトは900秒です。1秒〜3600秒の間で設定できます。 

なお、タイムアウト値をあまりにも大きくしますと、 L 目の保持するセッションが大量に 
なり負荷がかかるため、環境によっては問題が発生する可能性があります。デフォルト 
値より大きくする場合は必要最低限の設定にするようお願いします。 

• TCP - FIN コネクション情報保持時間 

クライアントより FIN が送信された後でも、サーバ側がパケットを送信し続ける場合、 
セッション情報を保持する必要があります。その場合に保持する時闇です。通常はデ 
フォルトの設ちじ(上にする必要はありません。デフォルトは120秒です。1秒〜3600秒 
の間で設をできます。 

• UDP 情報保持時間 

L 目が UDP の負荷分散をしている場合に管理している情報を保持する時闇です。 

この情報に従い、 W 前に転送したクライアントからのパケットを、同じ分散ノードに分 
散する動きとなります。 UDP の負荷分散をしている場合に分散先の分散ノー ドを長時間 
区別したい場合は設を時間を延長します。通常はデフォルトの設定じ(上にする必要あり 
ません。デフォルトは300秒です。1秒〜3600秒の闇で設をできます。 
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• □グレベル 


コーディネータで採取する□グ情報のレベルを設ちします。□グは、障害時の解析デー 
夕として利用します。 

レベル1:起動、停止、分散ノードダウン、フェイルオーバーなど基本的なイベントと、 
エラー情報を採取します。 

レベル2 :レベル1じ力□え警告レベルの情報を採取します。 

レベル3:レベル2に力□えモジュールのデバッグ情報を採取します。障害時等に解析のた 
め一時的に使用します。この設定を行うと CPU 負荷が高くなりレスポンスが 
劣化する場合がありますので通常は設ちしないで<ださい。 


設定情報の保存と復旧 

[バックアップ]をクリ、ソクすると「設を情報バックアップ」画面に W 下のメニューが表示さ 
れます。 

• 設定情報のセーブ 

負荷分散関連の設定情報をファイルにセーブします。設を情報ファイルは、 Web ブラウ 
ザを介してダウン□—ドされます。ファイルをは nplbinfo . zip 」 です。 

• 設定情報の□ード 

セーブした設定情報を□ー ドします。 Web ブラウザを介して設定情報を本装置にアップ 
□ー ドします。 

• 全ての設定情報のクリア 

負荷分散関連の設定情報をすべてクリアします。 

• システム詳細情報のセーブ 

本装置のシステム詳細情報をファイルにセーブします。本データは障害調査などに使用 
します。システム詳細情報ファイルは、 Web ブラウザを介してダウン□ー ドされます。 
ファイルさ)は rib 4- ud . zip 」 です。 
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LoadBalancer モニタ 

[モニタ 情報] をクリ、ソク すると、分散状態や統計情報を表示します。 
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臨計情報表示]ボタン 
負荷分散グループの統計情報履歴 
を表示しまず(次ぺージ参照)。 

負荷分散グループをです。最大14文字まで表示されます。 
負荷分散グループの仮想 IP アドレスです。 

負荷分散を行う通信プ〇トコルです。 

負荷分散方式です。 

分散ノード固定化時間です。 

分散ノードをです。最大9文字まで表示されます。 

分散ノードの IP アドレスです。 

分散ノー ドの状態です。詳細は分散ノー ドの r 状態」項目を参 
照してください （60 ページ)。 

分散ノードに設をされた重みがけです。 

分散ノードに送信した1秒闇当たりのパケット数です。グラ 
フは20,000パケット/秒を最大値とした目安です。 

分散ノー ドに送信した1秒闇当たりのバイト数です。グラフ 
は 10 M バイト/秒を最大値とした目安です。 

分散ノー ドに送信した1秒間当たりの TCP コネクション接続 
要求数です。グラフは2,000リクエスト/秒を最大値とした 
目安です。 

分散ノー ドの CPU 使用率です。分散ノー ドモジュールを組 
み a んだ場合に表示巧能です。 

LoadBalancer CPU Status 本装置の CPU 使用率です。 


Group 
Virtual IP 
Protocol 
Method 
Persistence 
Server 
IP address 
Status 

Weight 

Packets/sec 

Bytes/sec 

TCP Req/sec 

CPU Status 


[グループ選択]リストからは統 
計情報を表示ずる負荷分散グ 
ループを選択できます。 


システムのセットアップ 


67 










統計情報グラフ画面の説明 



[Zoom in ] は、グラフのスケールを拡大します。グラフ縦軸の数値はスケールにより変化し 
ます。 

[Zoom out ] は、グラフのスケールを縮ルします。グラフ縱軸の数値はスケールにより変化 
します。 


プルダウンメニューから表示する統計情報を選択します。 

Packets : 負荷分散によって分散ノードに転送したパケット数合計 

Bytes : 負荷分散じよって分散ノー ドに転送したバイト数合計 

TCP Requests : 負荷分散によって分散ノードに転送した TCP コネクション接続要求数 

合計 

プルダウンメニューから表示するグラフタイプを選択します。 

Line Graph : 統計情報を巧れ線グラフで表示します。ホのラインは負荷分散グルー 

プ全体の統計を表します。 

Bar Graph : 統計情報を棒グラフで表示します。負荷分散グループ全体(赤のライ 

ン）と分散ノー ドが比較できます。 

プルダウンメニューから表示する期間を選択します。 

Month : 過去30日の統計情報を1日単位で表示します。グラフのを値は、0時か 

ら次の0時爆新の備ま〇時から現時点)までの統計です。 

Day : 過去24時間の統計情報を1時間単位表示します。グラフのを値は、正 

時から次の正時(最新の値は前の正時から現時点)までの統計です。 

I M-O Windows XP / 2003 lU 降の製品には Microsoft VM び提供されないため、 
P 重3 LoadBalancer モニタを正常に表示させるために、クライアントマシンに Sun の Java 
Runtime Library をインス I ルする必要びあります。 
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LoadBalancer 監視/通報の設定 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンー [LoadBalancer 監視/通報] 
をクリックすると、次の画面が表示されます。 



[設定]をクリックすると、次の画面が表示されます。 



• プ□セス異常監視と通報 

LoadBalancer プ□セスおよびコンテンツデリバリプ□セスの異常発生の監視とその発生を 
E-mail で通報を行うかの設定情報です。監視が設定されている場合、 LoadBalancer プ□セ 
スおよびコンテンツ配信プ□セスの監視を行います。通報が設定されている場合は、 E - 
mail での通報を行います。さらに自動再起動が設定されている場合、 LoadBalancer プ□セ 
スおよびコンテンツ配信プ□セスの異常をネ矣化ずると自動的に復旧を試みます。 

自動再起動が設をされていない場合は、手動での再起動となります。自動再起動の設定 
は LoadBalanc げ二重化環境では設定できません。二重化環境において、フェイルオー 
パーが発生した場合は、コーディネータ側の LoadBalance ヴ□セスは自動的に停止しま 
す。 

■: LoadBalanc がプロセスとは、本装置が負荷分散、ノードの管理などを行うための専用プロ 

セスのことです。 


♦ ファイル異常監視と通報 

ファイル異常の監視とその発生を E-Mail で通報するかを設ちします。監視する場合は、 
ファイル異常を橫化すると自動的に復旧を試みます。さらに、 E-Mail で通報が設定され 
ている場合は、 E-Mail での通報を行います。 

■: ここでいうファイルとは、本装置の負荷分散設をファイル、 LoadBalanc がプロセスのバイ 

厂^3^ ナリファイルのことです。 


♦ フ I イルオーバーの通報 

フェイルオーバーが発生した場合、 E-Mail で通報するかを設ちします。 
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• フ I イルバックの通報 

フェイルバックが発生した場合、 E-Mail で通報するかを設定します。 

• 分散ノードダウンの通報 

分散ノードのダウンを横化した場合、 E-Mail で通報するかを設ちします。 

• 監視/通報間隔 

デフォルトは1分です。設を可能な範囲は1〜1.440分です。[単位：分] 

• E - Mail アドレス 

通報を行う時の、 E-Mail の送信先アドレスです。通報先は2つまで設定できます。 E-Mail 
通報を選択していない場合は表示されません。 

• メールサーバ IP アドレス 

通報において E-Mail 送信を行う時に使用するメールサーバの IP アドレスです。 E-Mail 通報 
を選択していない場合は表示されません。 

* E-Mail による通報を行う場合は、メールサーバが必要です。 

W 下の項目は LoadBalancer の動作状態を表示します。 

• LoadBalancer プ□セス 

Loa 祀 alancer プ□セスの動作状態を表示します(正常動作/停止）。 

• コンテンツデリバリプ□セス 

コンテンツデリバリプ□セスの動作状態を表示します(正常動作/停止）。 

• プ□セス起動動作 

LoadBalancer プ□セスまたはコンテンツデリバリプ□セスが停止状態の時に表示されま 
す。[停止プ□セス起動]をクリ、ソクすると停止しているプ□セスを再起動します。 

• 監視□グ表示 

[監視□グ表示]をクリックすると、監視□グを表示します。監視□グは□ーテート(それ 
までに記録した□グファイルを退避して、新たに□グを記録しはじめること）設をが行 
えます。設を方まじついては、 [LoadBalancer の監視/通報]画面のオンラインヘルプを 
参照してください。 

• 設定時のテストメール 

テストメールを送信するかを選択します。 

設定後、約1分前後でテストメールが送信されます。 

テストメールの形式は下のようじなります。 


Subject: Express 己80日/ LB 通報テスト 
To: xxx@xxxxx 

From: xxx@xxxxx (《 To と同一の E-Mail アドレスが指定されます) 
(改行） 

Express 5800 /LB からのテストメールです。 

(改行） 

Express 5800 /L 目（このテストメールへの返信はできません） 

(EOF) 
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■ 通報メール形式の説明 

E - Mail で通報するメールの形式はじ(下のようになります。 

Subject : Express 己800 / LB 通報メー J レ 
10 ： xxx@xxxxx 

From : xxx@xxxxx (《 To と同一の E - Mail アドレスが指定されます) 
(改行） 

〜メール本文〜 

(改行） 

Express 日800 / LB (この通報メールへの返信はできません） 

( EOF ) 


■ 通報メール内容の説明 
〈プ □ セス異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ： 961 ) でプ□セス異常が発生しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツ配信プ□セス異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ： 961 ) でコンテンツ配信プ□セス異常が発生しまし 
た。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーバ：％1)でファイル(グ〇2)の異常が発生しました。 

%1は本体のサーバ名が入ります。％2は異常になったファイルをが入ります。 
〈フェイルオーバーが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ： 961 ) へフェイルオーバーしました。 

%1は本体のパ 、ソクアッ プサーバをが入ります。 

〈フェイルバックが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ：％1)(こフェイルバックしました。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈分散ノー ドのダウンが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーバ： 961) で分散グループ (962) の分散ノード (963) のダウン 
をお化しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は分散グループをが入ります。％3はダウンし 
た分散ノー ドのサーバをが入ります。 
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〈プ□セスの復旧が完了した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - L 目けーバ：％1 ) でプ□セスの復旧が完了しました。 

運用(こ間題がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状ミ兄を確認してくだ 
—さい。_ 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツ配信プ□セスの復旧が完了した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーバ：％1)でコンテンツ配信プ□セスの復旧が完了しました。 
運用に間題がないか Management Console の LoadBalance 斤ニタで分散状ミ兄を確認してください。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した際に自動的に復旧が完了した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーパ': 〇/〇1)でファイル(〇/〇2)の復旧が完了しました。 

マスタファイルの内容はリブート後に有効じなります。 

運用に間題がないか Management Console の LoadBalance 斤ニタで分散状ミ兄を確認してください。 
%1は本体のサーバをが入ります。％2は復旧したファイルをが入ります。 

〈分散ノードが復帰した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーパ： 961) で分散グループ (962) の分散ノード (963) の復帰を 
お化しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は分散グループをが入ります。％3は復帰した 
分散ノードのサーバをが入ります。 

〈プ□セスの復旧が失敗した場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーパ': 961 ) でプ□セスの復旧に失敗しました。 

異常を調査して<ださい。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツ配信プ□セスの復旧が失敗した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ： 961) でコンテンツ配信プ□セスの復旧に失敗しまし 
た。 

異常を調査して < ださい。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2はファイルをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した際の自動復旧が失敗した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーバ： 961) でファイル (962) の復旧に失敗しました。 

異常を調査してください。 

%1は本体のサーバをが入ります。 


72 










〈コンテンツデリバリが成功した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループのイベント％2のコンテンツデリバリが正常終了しました。 
%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリがイベント取得に失敗した場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ961のイベント％2は取得に失敗しました。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが失敗しコンテンツの同期がとれていない場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ ％1 のイベント％2は配信(こ失敗しました。 

分散ノードは同期がとれていないコンテンツを公開しています。原因を取り除いた後、配信 
の再実巧が必要です。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ961のイベント962は配信に失敗しました。 

分散ノー ドは古いコンテンツを公開しています。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し新しいコンテンツを公開している場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ％1のイベント％2は縮退配信に失敗しました。 

分散ノードは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ％1のイベント％2は縮退配信に失敗しました。 

分散ノードは縮退状態で古いコンテンツを公開しています。 

異常を調査してください。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが公開中に失敗している場合〉 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ ％1 のイベント962は公開中に失敗しました。 

分散ノー ドのコンテンツ公開状ミ兄は不明です。 

異常を調査してください。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

■: [監視ログ履歴]をクリックすると、監視/通報のログ履歴を表示します。 

|T?F] 
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フオー マット 


YYYYMMDDhhmmss : メッセージ 

• YYYY は年、 MM は月、 DD は日、 hh は時間、 mm は分、 ss は秒が入ります。 

• 行頭の巧について 

* … sendmail が正常にメール配信しました 
X … sendmail がメール配信に失敗した可能性があります。 

巧の後ろにカツコ付き数字がある場合、 sendmail が返した 0 W 外の戻り値を示します。 


メッセージ 


Process error 

プ□セス異常が発生しました。 

Contents Process error 

コンテンツデリバリプ□セス異常が発生しました。 

File error % 1 

ファイル％1の異常が発生しました。 

Fail Over 

フェイルオーバしました。 

Fail Back 

フェイルバックしました。 

LBH Down % 1 %2 

分散グループ％1の分散ノー ド％2のダウンをお出しました。 

Process recover 

プ□セスの復旧が完了しました。運用に間題がないか 
Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認 
してください。 

Contents Process recover 

コンテンツデリバリプ□セスの復旧が完了しました。運用(こ問題 
がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状 
ミ兄を確認してください。 

File recover 961 

ファイル％1の復旧が完了しました。マスタファイルの内容はリブ 
-卜後(こ有効(こなります。運用(こ間題がないか Management 
Console の LoadBalance 斤二夕で分散状ミ兄を確認してください。 

LBH Recover 961962 

分散グループ％1の分散ノー ド％2の復帰をお出しました。 

Process recover error 

プ□セスの復旧(こ失敗しました。異常を調査してください。 

Contents Process recover error 

コンテンツデリバリプ□セスの復旧に失敗しました。異常を調査 
してください。 

File recover error % 1 

ファイル％1の復旧に失敗しました。異常を調査してください。 

Contents Delivery Successful 

961962 

グループ％1のイベント％2のコンテンツデリバリが正常終了しま 
した。 

Contents Get error old 961 %2 

グループ％1のイベント％2は取得(こ失敗しました。異常を調査し 
てください。 

Contents Distribute error old 961 
962 

グループ％1のイベント％2は配信に失敗しました。分散ノードは 
古いコンテンツを公開しています。異常を調査してください。 

Contents Distribute error 
nosync 961962 

グループ％1のイベント％2は配信(こ失敗しました。分散ノードは 
同期がとれていないコンテンツを公開しています。原因を取り除 
いた後、配信の再実行が必要です。異常を調査して<ださい。 

Contents Distribute with Switch 
error new 961 %2 

グループ％1のイベント％2は縮退配信に失敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。異常を調査 
してください。 

Contents Distribute with Switch 
error old 961 %2 

グループ％1のイベント％2は縮退配信に失敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態で古いコンテンツを公開しています。異常を調査し 
てください。 

Contents Switch error % 1962 

グループ％1のイベントは公開中に失敗しました。分散ノード 
のコンテンツ公開状況は不明です。異常を調査してください。 
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分散ノード側の設定 


分散ノード側の設をについては、バックアップ CD - ROM 内の 「 Express 5800 / L 巨シリーズ分 
散ノー ド用ユーザーズガイド」 ( pdf 形式)を参照してください。 

フアイ J レノ、乂： / nec / Doc / nodeguide.pdr 


コンテンツデリバリ 


コンテンツデリバリ機能の詳細な説明は、バックアップ CD - ROM 内の 「 Express 5800 / L 目シ 
リーズコンテンツデリバリ機能ユーザーズガイド」 ( P が形式)を参照してください。 

フアイ J レノ ス： / nec / Doc / contents.pdf 
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装置の二重化 




L AN ポ — 卜 1 LAN ポ — に 

二重化時の死活監視の冗長構成では、 ]：> (下のとおりバックアップコーディネータへのフェイ 
ルオーバーに遷移します。 

♦ LAN ポート2のみ 

LAN ポート2八ートビート喪失 一 LAN ポート1八ートビート喪失ーフェイルオーバー 
開始 

♦ COM のみ 

COM 八ードビート喪失 一 LAN ポート1八ートビート喪失ーフェイルオーバー開始 

♦ LAN ポート2 & COM 

COM 八ートビート喪失 一 LAN ポート2八ートビート喪失 一 LAN ポート1八ートビー 
卜喪失ーフェイルオーバー開始 

I n-O 冗長構成時でも、 LAN ポーりでの情報同期データび喪失するとフェイルオーパ’一を開始 
E 重3 しまず。 


本装置を二重化することにより 、 L 目シリースコーディネータ) がダウンした場合で も、 待機 
系の LB シリースバ、ソクア、ソプコーディネータ) が引き継ぎ (フェイルオーバー)、サーバへの 
分散を継続できます。 

■: 初期導入設を時にコーディネータかバックアップコーディネータかを還ネ尺し、二重化時の動 

L じ卜 I 作モードを決定!します。 

二重化時にはコーディネータとバックアップコーディネータとの間でお互いに八ートビート 
による死活監視を行います。死活監視を行うためのメディアは、初期導入設を時に決定しま 
す。 


死活監視は W 下のメディアが使用でき、冗長構成を取る場合は複数選択できます。 


- LAN ポート1: 
- LAN ポート2: 
- COM : 


データトラ フィ、ソク と同じラインで死活監視を行います。 

データトラフィックの影響を受けずに独立して死活監視を行います。 

データトラフィックの影響を受けずに独立して死活監視を行います。 
COM を使用する場合は、オプションの RS -232 C ク□スケーブルが別 
途必要です。 


本体背面 


COM A 
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死活監視の冗長構成設定:は 、 Management Console イシステム]アイ〕ンイ LB 基本設茵で 
変更できます。 


































AFT/ALB 


本装置では初期導入設を後、 Management Console より AFT/AL 目を設をすることにより、 

N にの2重化が巧能です。設定を行う画面箇所じついては4章を参照ください。 

AFT (Adapter Fault Tolerance • active-backup ) モード 

AFT モードでは、 LAN ポート 1( eth 0) と LAN ポート 2( eth 1) を 1 つの仮想アダプタ ( bondO ) と 
して機能させることにより、プライマリポートが故障した場合、即座にバックアップポート 
に切り替え運用を継続させることができます(プライマリポートの IP アドレス及び MAC アド 
レスをバックアップポートが継承)。 

ALB(Adaptive Load Balancing • balance-alb ) モード 

ALB モードでは、 LAN ポート1(な hO ) と LAN ポート 2( eth 1) を1つの仮想アダプタ ( bondO ) と 
して機能させることじより、をポートに通信を分散し、スループットを向上させることがで 
きます。 

変更時の動作説明 

参標準か 5 AFT / ALB へ変更する際の動き 

LAN ポート 1( eth 0) の設をが、仮想アダプタ ( bondO ) に引き継がれます。 

LAN ポート 2( eth 1) にもともと設定されていた情報は消去されます。 

• AFT / ALB か5標準へ変更する際の動き 

仮想アダプタ ( bondO ) の設定が、 LAN ポート 1( eth 0) に引き継がれます。 

LAN ポート 2( eth 1) は設をがされていない状態になりますので、必要があれば設をを行い 
ます。 


システムのセットアップ 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


ESMPRO/ServerAgent は化荷時にインストール済みですが、固有の設ちがされていませ 
ん。 U 下のオンラインド丰ュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添がのバ、ソクアツプ CD - ROM :/ nec / Unux / esmp 「 o . sa / doc / use 「 s.pdf 

■: ESMPRO/ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がインストール済み 

です。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保ずサー 
- ビス会社にお問い合わせください。 

n-O シリアル接続の管理 PC か5設定作業をずる場 S ホ、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 を rc 」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は似下のコマンドを実行することで変更でをます。 

# export LANG 二 C 


システム情®のバックアップ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \、ソクアップすることをお勤めします。 

システム情報のパックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

I n-O EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM か5システムを起動して操作しまず。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM わ、5起動させるためには、事前にセットアップわ必 
要です。已章を参照して準備してください。 

1. 3.日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2.「 EXPRESSBUILDER ( S 口 CD - ROM 」 を本体装置の DVD - ROM ドライブにセットして、再起動す 

る。 

EXPRESS 目 ULDER ( SE ) か6起動して 「 EXPRESS 目 ULDER ( SE ) トップメこュー」が表示されま 
す。 

3. 「ツール」 一 r オフライン保守ユーティリティ」を選ぶ'。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

iU 降は画面(こ表示されるメッセージに従って処理を進めて < ださい。 

続いて管理 PC に本装置を監視-管理するアプリケーションをインス I -ールします。次ペー 
ジを参照してください。 
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管 iiPC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と 「 DianaScope 」 が用意されています。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインス I -ールすることじよりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができます。 


ESMPRO / ServerManager と DianaScope のインストールについては5章、または EXPRESS 目 UILDER 
( S 巳 CD - ROM 内のオンラインド羊ュメントを参照してください。 
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再セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムを起動できなくなった場合などに、添付 
の r バックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシステムを起動できるように 
するものです。じ(下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作成 


r 保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 55 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ磕保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勧めします。 
保守用パーティションは、添付の 「 EXPRESS 目 UILDER ( S 巳 CD - ROM 」 を使って作成しま 
す。詳しくは5章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプ□セスで保守用パーティションへ自動的にインストール 
される ユー テイリテイは、「システム診断 ユー テイリテイ」と r オフライン保守 ユー ティリ 
テイ」です。 
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システムの再インストール 


I — «〇 再インストールを行うと、サーバ内の全データび消去され、出荷時の状態に戻ります。必要 
なデータびサーバ内に残っている場合、データをバックアップしてか5再インストールを実 
行してください。 

再インストールには、本体添付のバックアップ CD - ROM と、インストール/初期導入設定用 
ディスクが必要です。 

まず、「初期導入設を情報の作成」の項を参照して設定情報の作成を行います。その後、設を 
情報が書き a まれているインストール/初期導入設定用ディスク」を 3.5 インチフ□、ソピー 
ディスクドライブに、「バックアップ CD - ROM 」 を DVD - ROM ドライブじそれぞれ挿入し、 
POWER スイ、ソチを押して電源を ON にします。 

■: このとき、本体前面の COM ポート B(COM B) にコンソールを19,200 bps の転送速度で接続す 

ロス^ ると、コンソールログを参照することができます。 


しばら < すると「インストール/初期導入設を用ディスク」から設定情報を読み取り、自動的 
I こインス I '''ールを実行します。 

I n-O このとき、確認などは一切行われずにインストール作業び開始されるため、十分ま意してく 
ださい。 

約15分程度でインス!-ールが完了します。インストールが完了したら、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされ、本体は再起動します。再起動中に自動的に初期導入設定情報を用いた 
セットアップが行われますので、起動が完了するまで、「インストール/初期導入設定用ディ 
スク」はあかないでください。 

30分程待っても、 CD - ROM がイジェクトされず、 CD - ROM へのアクセスも行われていない 
場合は再インス!-ールに失敗している可能性があります。本体を再起動して、 CD - ROM / フ 
□、ソピーディスクをセットし直して再度インストールを試みてください。それでもインス 
卜ールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡ください。 
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インストール/初期導入設定用ディスクの作ぶ 


前述の「インストール/初期導入設定用ディスクの作成」を参照してください。すでにインス 
I -ール/初期導入設定用ディスクを作成している場合は、パスワード情報の設をのみ再度設 
をし直してください。ただし、設を内容を変えたいときは、新たにインストール/初期導入 
設定用ディスクを作り直してください。 


ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


r システムの再インス I -- ル」で ESMPRO/ServerAgent は自動的にインス I ルされます 
が、固有の設定がされていません。 U 下のオンラインド丰ュメントを参照し、セットアップ 
をしてください。 

添付のバ、ソクアップ CD - ROM :/ nec / Unux / esmp 「 o . sa/doc 

I ESMPRO /ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自動的にインス 
L ヒント j 卜ールされます。 

M-O シリアル接続の管理 PC か5設定作業をずる場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を rc 」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は下のコマンドを実行することで変更でをます。 

# export LANG 二 C 
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